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今
年
は
戌
年
と
い
う
こ
と
で
、

神
戸
地
区
の
犬
石
と
い
う
地
名

が
、先
月
ふ
た
つ
の
新
聞
で
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
犬
が
石
に

な
っ
た
と
い
う
話
で
、こ
れ
に
は

ふ
た
つ
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
洞
穴
に
ま
つ
わ
る

話
で
す
。
そ
の
昔
、
西
岬
地
区
浜

な
た
ぎ
り

田
に
あ
る
鉈
切
洞
穴
の
中
へ
修

験
僧
が
犬
を
連
れ
て
探
検
に

入
っ
た
と
こ
ろ
、僧
は
と
う
と
う

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。犬
だ

あ
か
は
だ

け
は
赤
膚
に
な
っ
て
犬
石
の
洞

穴
か
ら
出
て
き
た
の
で
す
が
、表

へ
出
る
と
た
ち
ま
ち
石
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。そ

し
て
そ
の
場
所
に
犬
石
権
現
が

お
祀
り
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
犬
石
の

こ
ん
れ
ん
い
ん

金
蓮
院
と
い
う
お
寺
の
創
立
由

緒
に
関
わ
る
も
の
で
す
。鎌
倉
時

ら
い
ち

代
に
こ
の
寺
を
開
い
た
頼
智
と

い
う
僧
が
、伊
豆
か
ら
平
砂
浦
の

海
岸
に
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
、

地
域
を
あ
げ
て
後
世
に
素
晴
ら
し
い
歴
史

を
伝
え
て
い
き
た
い
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神
戸
地
区
犬
石
の

犬
と
石
に
ま
つ
わ
る
話

　
市
立
博
物
館
の
２
月
の
休
館
日
は

６
日
、13
日
、20
日
、27
日
。３
月
の
休

館
日
は
６
日
、13
日
、22
日
、27
日
で
す
。

こ
ろ
も

一
匹
の
白
犬
が
や
っ
て
き
て
衣
を

引
き
ま
す
。
つ
い
て
行
く
と
岩
山

の
ふ
も
と
で
動
か
な
く
な
っ
た
の

で
、
よ
く
み
る
と
犬
で
は
な
く
そ

れ
は
石
だ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

そ
こ
で
そ
の
場
所
に
祠
を
建
て
て

犬
石
権
現
と
呼
び
、
岩
山
の
側
に

草
庵
を
結
ん
で
、
今
の
金
蓮
院
が

で
き
た
と
い
う
お
話
で
す
。

と
も
に
犬
石
の
地
名
の
始
ま
り

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
説
で

す
。
犬
石
権
現
は
今
は
犬
石
神
社

に
移
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
は

青
年
館
の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
敷
地
に
あ
る
小
岩
の
上
に
は

犬
の
石
像
が
今
も
置
か
れ
て
い
ま

す
。
金
蓮
院
は
こ
の
犬
石
権
現
跡

の
す
ぐ
東
側
に
あ
り
、
本
堂
の
裏

ひ
し
ゃ
く
づ
か

に
は
飛
錫
塚
と
呼
ば
れ
る
岩
山
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
岩
山
の
上
に
は
竜
宮
か
ら

ち
ん
じ
い
し

上
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
枕
字
石

と
い
う
棒
状
の
石
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
石
は
270
年
ほ
ど
前
の
江
戸
時

代
中
頃
に
、
平
砂
浦
の
海
岸
に
打

ち
上
が
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

当
時
、
拾
っ
た
村
人
が
牛
小
屋
に

埋
め
て
繋
ぎ
石
に
し
た
と
こ
ろ
、

夜
中
に
光
輝
い
て
牛
が
騒
ぎ
出
す

と
い
う
事
件
が
起
り
ま
し
た
。
よ

ぼ
ん
じ

く
見
る
と
、
石
に
は
梵
字
の
よ
う

な
あ
り
が
た
い
文
字
と
、
鳥
の
足

跡
の
よ
う
に
見
え
る
文
章
が
あ
り

▲犬石権現跡（青年館）

ま
し
た
。
波
に
洗
わ
れ
て
読
む
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
の
奇

跡
を
見
た
村
人
た
ち
は
大
切
に
崇

め
、
飛
錫
塚
に
安
置
し
た
の
だ
そ

う
で
す
。

そ
の
数
年
前
の
享
保
年
間
に

は
、
一
石
に
一
文
字
ず
つ
経
文
を

書
い
て
一
万
九
千
500
個
の
石
を
埋

め
た
経
塚
が
、
こ
の
飛
錫
塚
に
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
周
囲
か
ら
と

て
も
目
立
っ
た
飛
錫
塚
と
い
う
岩

山
は
、
犬
石
と
い
う
地
名
に
関

わ
っ
て
、
犬
と
石
に
ま
つ
わ
る
伝

説
を
た
く
さ
ん
生
み
だ
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

「「
私
た
ち
の
こ
ろ
は
、
学
校
で
青

木
繁
の
事
を
教
わ
ら
な
か
っ
た
の

で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
36

年
に
記
念
碑
を
建
て
る
時
に
、
昔

の
事
を
思
い
出
し
、
布
良
が
有
名

な
絵
の
誕
生
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
事
を
知
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
除
幕
式
の
時
は
、
当
時
笛
吹
童

子
の
曲
で
有
名
な
福
田
蘭
堂
氏
が

来
た
の
で
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た

ね
。
ま
た
、
昨
年
暮
れ
の
催
し
で
、

こ
の
記
念
碑
の
設
計
者
が
生
田
勉

東
大
教
授
だ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
、
こ
の
記
念
碑
が
建
造
物
と
し

て
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
当
時
の
ま
ま
残
る
小
谷
さ

ん
の
家
と
と
も
に
、
地
域
を
あ
げ

て
保
存
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
と

▲記念碑と伊豆大島

あ
ゆ
ど

富
崎
地
区
の
阿
由
戸
の
浜
を
見

下
ろ
す
山
の
中
腹
に
、大
き
な
石

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。こ
の
碑
は

明
治
を
代
表
す
る
洋
画
家
・
青
木

繁
の
記
念
碑
で「
青
木
繁
　
海
の

幸
ゆ
か
り
の
地
」と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。青
木
の
没
後
50
年
の
昭
和

36
年（
一
九
六
一
年
）、代
表
作「
海

の
幸
」
の
誕
生
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
布
良
の
地
に
、若
く
し
て

亡
く
な
っ
た
青
木
繁
を
永
く
追
慕

す
る
た
め
、当
時
の
田
村
利
男
館

山
市
長
が
発
起
人
に
な
り
、青
木

の
画
友
も
賛
同
し
建
立
し
た
も
の

で
す
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

　
青
木
繁
と
海
の
幸
記
念
碑

み
ん
な
で
話
し
て
い
ま
す
。
　
安

房
自
然
村
の
前
を
過
ぎ
、
白
浜
方

面
に
向
か
う
国
道
410
号
か
ら
入
っ

て
す
ぐ
の
所
に
記
念
碑
は
建
っ
て

い
ま
す
。
眺
望
も
良
い
の
で
、
多

く
の
人
が
記
念
碑
に
来
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
　
　
私
た

ち
こ
の
地
域
の
区
長
会
が
中
心
に

な
っ
て
、
後
世
に
こ
の
地
域
の
素

晴
ら
し
い
歴
史
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
富
崎
地
区
連
合
区
長

会
長
吉
田
昌
男
さ
ん
（
４
〜
５

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

PHOTO／青木繁名作の舞台を後世に　富崎地区連合区長会のみなさん
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ちろんですが、すべての団員が他に生業を持つかたわら、積極的に消
防団活動に取り組んでいます。
　出初式は、消防団員が日頃の訓練の成果を発揮する場であります。
消防団の活動を多くの市民に理解していただくため、より多くのみな
さんにご覧いただきたかったと思います。
　現在、消防団では団員の確保など難しい問題もありますが、市民の
生命･財産を守るため、より一層努力をしていきたいと考えています。

　
千
葉
県
知
事
功
労
章
／
出
口
弘

幸（
第
６
分
団
分
団
長
）、渡
邉
進

（
11
部
部
長
）

　
千
葉
県
知
事
精
勤
章
／
青
木
弘

紀（
第
４
分
団
分
団
長
）、小
�
秀

之（
第
５
分
団
分
団
長
）、富
宮
和

弘（
８
部
部
長
）

　
千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章
／

飯
沼
智（
第
６
分
団
副
分
団
長
）、

大
内
実（
20
部
部
長
）

　
千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章
／

山
口
浩
二（
第
１
分
団
分
団
長
）、

石
井
利
明
（
第
３
分
団
副
分
団

市民の生命･財産を守るため一層の努力を

館
山
市
消
防
団（
団
長
羽
山
保

雄
、団
員
374
人
）に
特
別
参
加
の
洲

崎
婦
人
消
防
隊
の
13
人
も
加
わ

り
、出
初
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

規
律
の
と
れ
た
団
員
と
消
防

車
の
入
場
で
開
式
、辻
田
市
長
か

ら
団
員
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
激
励

の
式
辞
と
羽
山
団
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、来
賓
諸
氏
に
よ
る
観
閲
で

服
装
点
検
と
車
両
点
検
を
実
施
し

ま
し
た
。（
写
真
上
）

そ
の
後
、昨
年
度
新
型
車
を
配

置
さ
れ
た
第
９
分
団
第
27
部
に
よ

る
披
露
放
水
。青
い
空
を
背
景
に
、

火
点
に
向
け
た
放
水
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

見
学
し
て
い
た
市
民
は
、「
統

   昨年は34件の火災に消防団が出動するとと
もに、台風などの風水害の警戒などに延べ850
人、行方不明者の捜索には延べ100人の団員が
出動しました。
　消防団は火災などのほかに、強風時には夜警
を、夜間や休日には放水訓練や器具点検などを
行い、日頃から火災などに備えるとともに災害
活動力を高めています。
　この度、出初式において表彰された団員はも

新春恒例の館山市消防出初式が先月７日、コミュニティセンター第１駐車場と南総文化ホール大ホー
ルで挙行されました。出初式には市内の消防団が勢ぞろいし、点検や披露放水など日頃の訓練の成果を披
露しました。また、地域防災に尽力した功労者111人が表彰されました。
問合せ／社会安全課（TEL 22－3442）

　入団資格／市内在住で年齢18歳以上

45歳未満

　活動内容／【平常時】火災から住民を守

るための火災予防や広報活動、火災活動力

を高めるための消防訓練、消防機械器具の

点検など　【災害時】火災や風水害などの

災害に出動、地震災害における住民の救護

活動や避難誘導、災害現場の情報収集･広

報及び警戒活動、行方不明者の捜索

　その他／非常勤特別職の地方公務員と

して処遇、報酬･出動手当を支給、被服貸

与、福利厚生（公務災害補償･退職報償金･

表彰）

　問合せ／社会安全課消防防災係TEL

22－3442）、地元消防団

制
が
と
れ
て
い
て
、見
て
い
る
だ

け
で
も
頼
も
し
い
で
す
。消
防
団

の
皆
さ
ん
は
、自
分
の
仕
事
と
並

行
し
て
、消
防
団
の
活
動
に
従
事

さ
れ
て
い
て
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。日
頃
か
ら
、私
た
ち
の
安
全

を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
、感
謝
し

て
い
ま
す
」と
頼
も
し
げ
に
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
を
南
総
文
化
ホ
ー
ル
に

移
し
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

千
葉
県
知
事
功
労
章
を
は
じ
め

各
章
を
、地
域
防
災
に
永
年
尽
力

し
た
消
防
団
員
が
受
章
し
ま
し

た
。受
章
さ
れ
た
団
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

　
入
団
者
募
集

永永永永永
年年年年年
ののののの
功功功功功
労労労労労
ににににに
光光光光光

羽山保雄館山市消防団長

館山市消防出初式規律正しく 堂々と

▲披露放水

出 初 式防消

部
団
員
）、加
藤
和
美（
19
部
団

員
）、伊
佐
貞
治（
19
部
団
員
）、石

井
勝
之（
20
部
団
員
）、鈴
木
広
和

（
24
部
団
員
）、伊
佐
幸
洋（
26
部
団

員
）、小
濱
文
夫（
26
部
団
員
）

　
千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部
長

表
彰
感
謝
状（
退
職
団
長
）／
山
田

一
夫（
前
団
長
）

　
館
山
市
消
防
団
長
精
勤
章
／
植

木
洋（
22
部
部
長
）、澤
口
博（
３
部

班
長
）、羽
山
則
武（
５
部
班
長
）、

井
原
賀
津
巳（
７
部
班
長
）、吉
田

清
和（
13
部
班
長
）、黒
川
浩（
14
部

班
長
）、永
井
力（
22
部
班
長
）、石

井
良
市（
24
部
班
長
）、石
橋
真（
27

部
班
長
）、篠
塚
高
信（
27
部
班

長
）、森
田
紀
明（
１
部
団
員
）、礒

邊
猛（
２
部
団
員
）、鈴
木
一
志（
２

部
団
員
）、和
泉
澤
順
一（
３
部
団

員
）、増
田
孝
義（
５
部
団
員
）、鈴

木
章
浩（
７
部
団
員
）、安
西
直
之

（
８
部
団
員
）、谷
口
直
人（
９
部
団

員
）、小
西
晴
朗（
11
部
団
員
）、松

本
嘉
裕（
12
部
団
員
）、安
藤
忠
之

（
12
部
団
員
）、中
村
伸
一（
13
部
団

員
）、山
口
守（
13
部
団
員
）、鈴
木

真
広（
13
部
団
員
）、佐
野
貴
則（
14

部
団
員
）、岡
�
元
明（
14
部
団

員
）、安
西
健
雄（
14
部
団
員
）、井

月
裕
次（
16
部
団
員
）、田
邊
健
一

（
16
部
団
員
）、坂
本
勉（
18
部
団

員
）、加
藤
善
行（
19
部
団
員
）、竹

�
良
純（
19
部
団
員
）、石
原
裕
之

（
20
部
団
員
）、黒
川
真
一（
20
部
団

員
）、三
上
賢（
20
部
団
員
）、片
山

誠
一（
22
部
団
員
）、田
中
敏
幸（
22

部
団
員
）、植
野
和
彦（
22
部
団

員
）、諏
訪
悦
夫（
22
部
団
員
）、早

川
治
男（
24
部
団
員
）、須
田
久
雄

と
も
お

（
27
部
団
員
）、小
柴
節
臣（
27
部
団

員
）

　
館
山
市
消
防
団
長
機
関
員
章
／

仲
山
潤（
１
部
班
長
）、鈴
木
敏
之

（
10
部
班
長
）、山
本
航（
12
部
班

長
）、鈴
木
道
之（
22
部
班
長
）、金

谷
純（
２
部
団
員
）、武
田
信
明（
８

部
団
員
）、渡
邉
康
雄（
13
部
団

員
）、佐
野
聖
一（
14
部
団
員
）、安

西
淳（
16
部
団
員
）、西
村
栄
介（
18

部
団
員
）、宮
本
和
則（
20
部
団

員
）、島
田
房
男（
27
部
団
員
）、鳥

海
公
司（
27
部
団
員
）

◎
退
職
者
表
彰
受
賞
者
名
簿

　
消
防
庁
長
官
25
年
以
上
勤
続
退

団
者
表
彰
／
山
田
一
夫（
元
団
長
）

　
消
防
庁
長
官
15
年
以
上
勤
続
退

団
者
表
彰
／
加
藤
守
雄（
元
副
団

長
）、礒
邊
博
昭（
元
分
団
長
）、

は

は

か

べ

波
々
伯
部
真（
元
分
団
長
）、松
本

浩
義（
元
分
団
長
）、石
井
将（
元
副

分
団
長
）、平
塚
英
雄（
元
部
長
）、

安
田
松
一（
元
部
長
）、安
井
清
和

（
元
団
員
）

長
）、井
澤
浩（
第
５
分
団
副
分
団

長
）、齊
藤
裕
司（
９
部
部
長
）

　
防
災
対
策
監
章
／
石
井
利
郎

（
第
８
分
団
副
分
団
長
）、川
間
強

（
２
部
部
長
）、島
本
一
樹（
10
部
部

長
）、龍
崎
豊
和（
13
部
部
長
）、長

田
正
一（
16
部
部
長
）、石
井
勇（
19

部
部
長
）

　
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
消
防
長
章
／
網
代
芳
行（
第

９
分
団
副
分
団
長
）、高
浜
和
広

（
１
部
部
長
）、島
田
惠
一（
17
部
部

長
）、鈴
木
豊
次（
26
部
部
長
）、篠

塚
和
則（
27
部
部
長
）、林
哲
也（
10

部
班
長
）、滝
口
良
範（
16
部
班
長
）

　
千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部
長

功
労
章
／
加
藤
直
樹（
第
２
分
団

分
団
長
）、羽
山
幸
夫（
第
２
分
団

副
分
団
長
）、秋
山
理
俊（
第
４
分

団
副
分
団
長
）、島
田
良
男（
第
７

分
団
副
分
団
長
）、堀
口
秀
雄（
３

部
部
長
）、鈴
木
賢
治（
７
部
部

長
）、熊
澤
良
彦（
12
部
部
長
）、嶋

田
栄（
18
部
部
長
）

　
千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部
長

精
勤
章
／
藤
田
紀
洋（
第
１
分
団

副
分
団
長
）、小
林
真
一（
２
部
班

長
）、庄
司
豊（
３
部
班
長
）、島
田

弘
之（
17
部
班
長
）、鈴
木
浩
之（
18

部
班
長
）、松
崎
正
久（
18
部
班

長
）、安
田
典
弘（
９
部
団
員
）、井

月
英
二（
16
部
団
員
）、石
井
智（
17

３ だん暖たてやま ２平成18年２月１日



　　特別寄稿「喜禄」（小谷家）は残った   　山口栄彦

　「青木繁、海の幸記念碑予定地」という表示の柱を見たの

は、40年以上前になる。その後、著書や画集をあさり、青木繁

に魅せられ続けた。

　一昨年には拙書「布良崎に青木繁記念碑」の章が、独立行政

法人「東京文化財研究所」美術部の田中淳氏の目にとまった

ことで、「青木繁と海の幸」に対する関心を一層深めることに

なった。

　昨年12月４日、「布良・相浜をみつめる会」が開かれた。

NPOの皆さんと吉田昌男富崎地区連合区長、豊崎栄吉神田町

区長、満田満雄向区長をはじめとする住民の協力で成功した

この催しのなかで、100人の参加者の前で、小谷家の保存が

当主の栄氏によって表明された。

　このことは、布良、相浜はもちろん、館山市にとっても画期

的なことであり、芸術と漁村文化の殿堂が生まれるのもそう

遠くはないだろう。布良在住の友人は「青木繁と布良、相浜」

について書いたらと言う。いつかそのすすめを実現してみた

いものだ。（布良出身のエッセイスト、川崎市在住）

注：「喜禄」小谷家の屋号

青木繁《海の幸》
1904年（明治37年）

油彩・カンヴァス／70.2×182cm

国指定重要文化財

石橋財団石橋美術館蔵

青
木
繁
が
布
良
を
訪
れ
た
の

は
、一
九
〇
四
年（
明
治
37
年
）の

夏
。昨
年
、こ
の
作
品
が
描
か
れ

て
100
年
を
迎
え
、こ
の
作
品
に
関

す
る
共
同
調
査
研
究
が
東
京
文

化
財
研
究
所
と
絵
を
所
有
す
る

石
橋
美
術
館（
福
岡
県
久
留
米

市
）の
手
で
行
わ
れ
、そ
の
成
果

が
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、昨
年
９
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
東
京
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

美
術
館
で
特
別
展
示 

「
青
木  

繁

〝
海
の
幸
〞
100
年
」で
公
開
さ

れ
ま
し
た
。

集
い
で
は
地
元
富
崎
小
学
校

の
児
童
に
よ
る「
安
房
節
」が
披

露
さ
れ
、児
童
に
よ
る
青
木
繁
の

調
査
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、田
中
淳
氏
の
講
演
で

は
、「
〝
海
の
幸
〞
誕
生
の
き
っ

か
け
は
、こ
の
時
、同
行
し
た
友

ろ
ま
ん

　
青
木
繁
は
明
治
浪
漫
主
義
を

代
表
す
る
洋
画
家
で
、明
治
15

年（
一
八
八
二
年
）福
岡
県
久
留

米
市
で
出
生
。洋
画
家
を
目
指

し
中
学
校
を
中
退
し
上
京
、東

京
美
術
学
校
に
入
学
し
黒
田

せ
い
き

清
輝
ら
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。在
学
中
、絵
と
と
も
に
古
代

神
話
の
世
界
に
興
味
を
持
ち
、

そ
れ
が
そ
の
後
の
彼
の
作
品
に

大
き
く
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
22
歳

つ
ね
と
も

の
夏
、友
人
の
森
田
恒
友
や
坂

本
繁
二
郎
、恋
人
の
福
田
た
ね

と
写
生
旅
行
で
布
良
を
訪
れ
、

網
元
の
小
谷
家
に
約
２
か
月
滞

在
し
ま
し
た
。滞
在
中
、布
良
の

海
を
題
材
に
多
く
の
作
品
を
描

き
ま
し
た
が
、帰
京
後
、描
か
れ

た
の
が
、代
表
作「
海
の
幸
」（
国

重
要
文
化
財
）。青
木
は
翌
年
も

福
田
た
ね
を
伴
い
館
山
を
訪

れ
、伊
戸
の
円
光
寺
に
滞
在
し

て
い
ま
す
。帰
京
後
、恋
人
の
福

田
た
ね
が
長
男
幸
彦（
後
の
福

ら
ん
ど
う

田
蘭
堂
）を
出
産
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
幸
福
な
時
間

は
続
か
ず
、作
品
に
対
す
る
当

時
の
評
価
や
疾
病
な
ど
に
よ
り

不
遇
な
人
生
を
送
り
、単
独
で

九
州
に
戻
り
、明
治
44
年（
一
九

一
一
年
）３
月
、放
浪
生
活
の

末
、福
岡
の
病
院
で
28
歳
で
亡

今
か
ら
100
年
前
の
布
良
で
の
で
き
ご
と

昨年12月４日、富崎地区連合区長会（会長吉田昌男）のみなさんとNPO南房総文化財・戦跡保存活用
フォーラム（理事長愛沢伸雄）主催による「"青木繁《海の幸》100年"から布良・相浜を見つめる集い」（館山
市・館山市教育委員会後援）が富崎小学校で開催されました。集いには100人を超える参加者があり、午
前中は「海の幸」ゆかりの布良を歩くフィールドワーク、午後に東京文化財研究所美術部の田中淳氏によ
る講演と座談会が開催されました。

当時のまま家を残していきたい

は
ん
じ
ろ
う

人
の
坂
本
繁
二
郎（
画
家
、後
に

文
化
勲
章
受
賞
）が
港
で
見
た
光

景
を
青
木
に
話
し
た
の
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
、そ
の
想
像
を
も

と
に
描
い
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
」な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
し
ま
し
た
。ま
た
、青
木
が

布
良
に
来
た
理
由
と
し
て
、「
青

木
が
神
話
の
古
代
世
界
に
傾
注

し
て
お
り
、安
房
神
社
と
自
然
に

あ
こ
が
れ
、来
た
の
で
は
な
い

か
」と
語
り
ま
し
た
。

お
だ
に

座
談
会
で
は
小
谷
家
の
当
主
、

小
谷
栄
さ
ん
が「
当
時
、母
が
６

歳
で
、親
か
ら（
彼
ら
が
滞
在
し

た
）部
屋
を
の
ぞ
く
な
と
言
わ

れ
、一
度
だ
け
部
屋
の
中
が
見
え

た
ら
、女
の
人
が
裸
で
座
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
も
こ
の

ま
ま
家
を
残
し
て
い
き
た
い
」と

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

青
木
繁
と
「
海
の
幸
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

く
な
り
ま
し
た
。青
木
の
死
後
作

品
の
評
価
が
高
ま
り
、「
海
の
幸
」

が
昭
和
42
年
、「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ

こ
の
宮
」が
昭
和
44
年
に
相
次
い

で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
館
山
で
は
昭
和
36
年（
一
九
六

一
）、青
木
の
死
後
50
年
に
彼
の
偉

業
を
た
た
え
る
記
念
碑
を
当
時
の

田
村
館
山
市
長
が
発
起
人
と
な
り

青
木
の
画
友
の
協
力
も
あ
り
建

立
。福
田
た
ね
と
青
木
の
遺
子
幸

彦
の
手
に
よ
り
、こ
の
碑
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。布
良
の
地

が
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

今年も《海の幸》をブリヂストン美術館で展示
「石橋財団50周年記念雪舟からポロックまで」
　2006年4月8日（土）～6月4日（日）
　青木の作品は、《海の幸》、《わだつみのいろ
この宮》（国重要文化財）、《天平時代》の3点が
展示される予定です。

▲田中淳氏による講演
▲青木繁が滞在した小谷家

催しに参加した山口さんから寄せられた手記

※原画の色彩は館山市図書館に寄贈された
東京文化財研究所・石橋財団石橋美術館編
青木繁《海の幸》でご覧ください。

青木繁《海の幸》100年から布良・相浜を見つめる集い

５ だん暖たてやま ４平成18年２月１日

「
海
の
幸
」は
、近
代
日
本
美
術
史

を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。



男性看護師のフリートーク
男女共同参画座談会看

護
師
に
な
ろ
う
と
し
た

き
っ
か
け
は
？

加
藤
　
自
営
業（
八
百
屋
）を
営

ん
で
ま
し
た
が
、時
代
の
流
れ
も

あ
り
店
を
閉
め
る
こ
と
を
決
断

し
ま
し
た
。そ
の
後
、消
防
団
の

後
輩
が
正
看
の
資
格
を
取
り
、先

輩
に
も
看
護
師
に
な
ら
な
い
か

と
勧
め
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。も

と
も
と
身
体
が
弱
く
て
、ず
っ
と

病
院
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
今

度
は
恩
返
し
が
し
た
い
、人
の
役

に
た
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

お
こ
り
、看
護
師
の
道
を
選
び
ま

し
た
。

前
田
　
自
分
も
転
職
し
ま
し
た
。

35
歳
の
時
に
資
格
を
取
っ
て
就

く
職
業
を
探
し
た
ら
、こ
の
世
界

が
あ
っ
て
、人
の
世
話
を
す
る
こ

　市では、男女共同参画社会の実現に向けた取り組みの１つとして、
いろいろな分野の人たちに参加いただき、男女共同参画に対する世代
別や、職業別に考え方、意見などを座談会形式で伺っています。
　今回は男性看護師の皆さんに集まっていただきました。
　このコーナーに対する意見や感想を募集しています。
　問合せ／秘書広報課男女共同参画係（TEL 22－3135）

  今までは女性の職業とされてきた看護婦。最近では男性も増え、法の改正で「看護師」
という呼び方に変更されました。しかしながら、安房地域では、まだまだ男性看護師は
少ないのが現状です。
　今回は、安房医師会病院勤務の前田睦夫さん（看護師歴７年）・飯田暁さん（看護師歴
１年）・北条病院勤務の加藤敏夫さん（看護師歴７年）の３人の看護師さんにお話を伺
いました。

と
が
好
き
な
の
で
、や
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。安
房
医
師
会

病
院
が
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
ま

し
た
。そ
の
と
き
は
、男
性
看
護
師

は
、自
分
が
初
め
て
で
し
た
。

飯
田
　
私
も
転
職
で
す
。妻
が
看

護
師
を
し
て
い
て
、そ
の
影
響
も

あ
り
、そ
れ
ま
で
は
男
性
看
護
師

と
い
う
職
業
が
あ
る
こ
と
す
ら
知

ら
な
か
っ
た
。

加
藤
　
３
人
と
も
館
山
准
看
護
学

校
で
学
び
ま
し
た
。

３
人
と
も
転
職
し
て
看
護
師
に

前田睦夫さん／安房医師会病院　40代

前
田
　
10
年
前
、学
年
20
名
中
、男

性
は
５
人
く
ら
い
で
し
た
。

飯
田
　
自
分
の
時
は
、全
体
の
半

分
く
ら
い
は
男
性
が
い
ま
し
た
。

男
性
看
護
師
で
困
っ
た
こ

と
や
良
か
っ
た
こ
と
は
？

前
田
　
職
場
自
体
、ス
タ
ッ

フ
、患
者
さ
ん
も
男
性
は
大

勢
い
る
の
で
、男
だ
か
ら
と

い
っ
て
一
人
、ぽ
つ
ん
と
孤

立
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
。

逆
に
周
り
の
先
輩
が
気
を
つ

か
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。良

く
な
っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
感

謝
の
言
葉
を
言
わ
れ
た
時
は

嬉
し
い
で
す
ね
。

加
藤
　
確
か
に
、気
は
使
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
ね
。北
条

病
院
で
は
、私
も
初
め
て
だ
っ
た

の
で
。困
っ
た
こ
と
は
、実
習
の

時
、産
婦
人
科
の
実
習
で
は
、男
性

看
護
師
は
で
き
る
事
が
限
ら
れ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
っ
た
り
し
ま
し

た
。

飯
田
　
や
は
り
人
に
よ
っ
て
は
同

姓
の
方
が
看
護
を
受
け
や
す
い
と

思
う
人
も
い
ま
す
ね
。基
本
的
に

は
サ
ー
ビ
ス
業
で
す
か
ら
、相
手

次
第
で
す
ね
。

前
田
　
女
性
ら
し
さ
は
細
か
い
気

の
使
い
方
。男
性
ナ
ー
ス
は
頼
り

が
い
の
あ
る
男
性
ら
し
さ
を
出
せ

る
看
護
師
が
い
い
。

加
藤
　
ま
だ
、今
の
病
院
の
中
で

は
、師
長
、主
任
は
や
っ
ぱ
り
女
性

勤
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

飯
田
　
前
に
友
人
か
ら「
女
の
中

で
働
い
て
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

で
も
自
分
は
そ
ん
な
事
は
意
識

せ
ず
働
い
て
い
ま
し
た
。

加
藤
　 

女
性
が
こ
れ
か
ら
も
働

け
る
よ
う
仕
向
け
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
。そ
う
し
な
い
と

社
会
が
保
て
な
く
な
る
。そ
の
た

め
に
は
、共
働
き
し
や
す
い
環
境

を
社
会
が
整
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
す
ね
。

飯田暁さん／安房医師会病院　30代

加藤敏夫さん／北条病院　40代

が
多
い
。だ
か
ら
、男
性
看
護
師
は

か
な
り
努
力
し
な
い
と
、能
力
を

認
め
て
も
ら
え
な
い
。現
在
は
看

護
部
長
に
し
て
も
ト
ッ
プ
は
全
部

女
性
。ナ
ー
ス
の
世
界
は
世
間
と

は
逆
な
ん
で
す
よ
。今
後
、若
い
男

性
看
護
師
が
増
え
て
く
れ
ば
、能

力
の
高
い
人
が
上
に
上
が
る
よ
う

に
も
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

前
田
　
う
ち
の
病
院
に
は
、男
性

の
管
理
者
も
い
ま
す
よ
。人
事
考

家
庭
の
協
力
は

飯
田
　
夫
婦
で
看
護
師
で
す
し
、

就
学
前
の
子
ど
も
も
い
ま
す
か

ら
、当
然
協
力
し
合
わ
な
い
と

や
っ
て
い
け
な
い
で
す
。育
児
も

家
事
も
半
々
で
す
。

前
田
　
私
も
共
働
き
な
の
で
家
事

な
ど
は
、互
い
に
協
力
し
合
っ
て

い
ま
す
。当
然
で
す
。

加
藤
　
確
か
に
ね
。共
働
き
は
互

い
に
協
力
し
合
わ
な
い
と
ね
。

前
田
　
男
性
看
護
師
も
増
え
て
ほ

し
い
し
、女
性
も
資
格
の
あ
る
人

は
子
育
て
が
終
わ
っ
た
ら
、ま
た

課
制
度
で
、男
性
も
管
理
者
に
な

る
の
は
可
能
で
す
ね
。

家
庭
で
も
男
女
共
同
参
画
を
実
践
中

患
者
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
る
感
謝
の
言
葉
が
励
み
に
な
り
ま
す
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農
業
所
得
の
計
算
は
、収
支
計

算
で
す
。農
業
所
得
の
申
告
時
に

は
、収
入
と
経
費
の
わ
か
る
も
の

（
帳
簿
・
通
帳
・
仕
切
伝
票
・
各
経
費

の
領
収
書
な
ど
）を
整
理
、集
計
し

て
、申
告
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
給
与
所
得
者
は
、申
告
し
な
く

て
も
よ
い
の
が
原
則
で
す
が
、会

社
や
事
務
所
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、勤
め
先
で
確
認
し
て
、申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
人
と
給
与
所
得
以
外
に
農

業
所
得
な
ど
他
の
所
得
が
あ
る
人

は
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、保
険
税
の
資
料
に
し
ま

す
の
で
、収
入
の
な
い
人
で
も
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
す
る
人
は
、収
入
が
な
い
人
で

も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
申
告
分
か
ら
、65
歳
以

上
の
人
に
対
す
る
老
年
者
控
除
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、今
ま

で
非
課
税
だ
っ
た
人
も
課
税
に
な

　
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
ま
で

の
申
告
期
間
中
、税
務
課
と
各
地

区
で
、受
付
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
中
、所
得
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
人
、所
得
が
な
く
て
も
申

告
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
人
に

申
告
書
が
届
き
ま
す
。申
告
に
は

次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
申
告
に
必
要
な
書
類
／
①
市

市
県
民
税
の
申
告

税
務
課（
m
22
―
３
２
６
２
）

２
月
16
日
か
ら

市内15ヵ所で出張受付

老
年
者
控
除
は
廃
止

農
業
所
得
の
計
算
は

収
支
計
算
で

給
与
所
得
者
や
収
入
の
な

い
人
で
も
申
告
が
必
要
な

場
合
が
…

　
来
年
度
の「
市

民
交
通
傷
害
保

険
」の
出
張
受
付

を
行
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
い

く
ら
自
分
が
気
を

つ
け
て
い
て
も
防

ぎ
き
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。こ

の
保
険
は
安
い
保

険
料
で
多
く
の
補

安い料金で多くの補償を
償
を
す
る
制
度
で
す
。

　
２
月
16
日
か
ら
は
じ
ま
る
市
県

民
税
の
出
張
受
付（
上
の
表
）で
、

こ
の
保
険
の
受
付
も
行
い
ま
す
。

　
市
民
課
窓
口
で
は
、３
月
１
日

か
ら
受
付
け
ま
す
。

　
契
約
期
間
／
４
月
１
日
〜
来
年

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
契
約

　
保
険
料
／
年
額
１
口
600
円（
１

人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入
可
）

　
補
償
／
１
口
最
高
100
万
円
ま
で

補
償

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
22
―
３
４
６
４
）

市 民 交 通 傷 害 保 険

２月21日（火）
３月２日（木）
３月６日（月）
３月１日（水）
２月23日（木）
２月28日（火）
２月16日（木）
２月27日（月）
２月16日（木）
２月24日（金）
３月３日（金）
２月21日（火）
２月22日（水）
２月17日（金）
２月20日（月）

新井集会所
豊津ホール
館山地区公民館
那古地区公民館
川名青年会館
仲宿青年館
伊戸青年館
西岬東地区公民館
洲宮青年館
神戸地区公民館
富崎地区公民館
神余青年館
豊房地区公民館
館野地区公民館
九重地区公民館

9:00～11:30
9:00～11:30、13:00～15:00
9:00～11:30、13:00～15:00
9:00～11:30、13:00～15:00
9:30～11:30、13:00～15:00
9:30～11:30、13:00～15:00
13:30～16:00
9:30～11:30、13:00～15:00
9:30～11:30
9:30～11:30、13:00～15:00
9:30～11:30、13:00～15:00
13:30～16:00
9:00～11:30、13:00～15:00
9:00～11:30、13:00～15:00
9:30～11:30、13:00～15:00

地　区 期　日 受 付 場 所時　　　　間

館　山

那　古

船　形

西　岬

神　戸

富　崎

豊　房

館　野
九　重

県
民
税
の
申
告
書
　
②
印
鑑
　
③

給
与
収
入
の
あ
る
人
は
、源
泉
徴

収
票
か
給
与
支
払
い
証
明
書
。年

金
収
入
の
あ
る
人
は
、源
泉
徴
収

票
。事
業
所
得
者
は
所
得
計
算
の

も
と
に
な
る
書
類
　
④
社
会
保
険

の
控
除
証
明
書
　
⑤
医
療
費
の
領

収
書
　
⑥
生
命
保
険
の
控
除
証
明

書
　
⑦
損
害
保
険
の
控
除
証
明
書

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。医
療
費
・

社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損
害

保
険
料
な
ど
の
各
種
控
除
証
明
書

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
民
税
な
ど

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
昨
年
中
に
納
付
し
た
人
に
は
、

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、昨
年

11
月
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、昨
年
10
月
以
降
に
初
め
て
保
険

料
を
納
付
し
た
人
は
、２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
の
手
続
き
の
際

に
、社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
国

民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合

に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収

証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル（
３
月
17
日
ま
で
の
平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
５
７
０
―
00
―
９
９
１
１
）

　
２
月
は「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

で
す
。便
利
で
つ
い
使
っ
て
し
ま

う
電
気
で
す
が
、関
東
電
気
保
安

協
会
で
は
省
エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト
を

示
し
、省
エ
ネ
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　
設
定
温
度
は
控
え
め
に
／
冬
の

室
内
の
設
定
は
20
度
を
目
安
に
、

冷
蔵
庫
の
温
度
設
定
は
弱
め
に

　
ス
イ
ッ
チ
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ
／
見
て
い

な
い
テ
レ
ビ
や
不
要
な
照
明
は
こ

ま
め
に
切
っ
て

　
待
機
電
力
の
カ
ッ
ト
／
就
寝
や

外
出
時
は
、常
時
通
電
が
不
要
な

電
気
製
品
は
、プ
ラ
グ
を
抜
い
て

　
問
合
せ
／
関
東
電
気
保
安
協
会

館
山
営
業
所（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
23
―
２
８

８
１
）

たくさん電気を使う

家電製品のトップ４は

①エアコン

②冷蔵庫

③照明器具

④テレビ

暖
房
設
定
控
え
め
に
　
省
エ
ネ
月
間

申
告
に
は
証
明
書
が
必
要

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控
除

543人が二十歳の門出

田村絵里子さん

池村貢さん

少しずつ地域を
家族を支えていきたい

　
澄
ん
だ
青
空
と
暖
か
な
日
差
し

に
恵
ま
れ
た
先
月
８
日
、南
総
文

化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
成
人
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、市
内
で
成
人
を
迎
え
た

の
は
、昨
年
よ
り
53
人
少
な
い
543

人（
男
269
人
、女
274
人
）。こ
の
う
ち

440
人
が
、式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

（
出
席
率
81
％
）

　
式
典
で
は
、辻
田
市
長
や
小
幡

議
長
か
ら
新
成
人
へ
向
け
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

中
学
校
時
代
の
恩
師
が
紹
介
さ
れ

る
と
、会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　
新
成
人
を
代
表
し

て
、田
村
絵
里
子
さ
ん

（
館
山
三
中
出
身
）が
市

民
憲
章
を
朗
読
、池
村

貢
さ
ん（
房
南
中
出
身
）

が
二
十
歳
の
誓
い
を
述

べ
ま
し
た
。

「
最
初
に
市
民
憲
章
の

朗
読
の
お
話
を
い
た

だ
い
た
と
き
は「
何
で

私
が
」と
思
い
ま
し
た

が
、選
ば
れ
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
日
は
、生
ま
れ
て
初

め
て
着
物
を
着
た
の

で
、と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
」（
田

村
絵
里
子
さ
ん
）

「
社
会
人
と
し
て
働
い
て
い
ま
す

が
、今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人

た
ち
、特
に
幼
稚
園
か
ら
お
世
話

に
な
っ
た
ひ
か
り
の
子
学
園
の
皆

さ
ん
に
、こ
の
姿
を
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
。今
は
船
橋
で
生
活
を

し
て
い
ま
す
が
、館
山
は
戻
っ
て

く
る
と
安
心
で
き
る
、と
て
も
大

切
な
場
所
で
す
」（
池
村
貢
さ
ん
）

お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に

　
　
　
こ
の
姿
を
見
て
欲
し
い

生
ま
れ
て
初
め
て
の

　
　
　
着
物
に
緊
張
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超
少
子
高
齢
化
時
代
を
先
取
り

し
た
安
房
モ
デ
ル
の
構
築
を
め
ざ

し
、千
葉
県
と
の
共
催
で
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
２
月
18
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
場
所
／
鴨
川
市
市
民
会
館

　
問
合
せ
／
千
葉
県
中
核
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
04
―
７
０
９
８
―
２
２

１
１
）

　
２
月
11
日（
土
）に
予
定
し
て

い
た
将
棋
教
室
は
、国
民
の
祝
日

で
公
民
館
が
休
館
の
た
め
中
止
し

ま
す
。

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
23
―
３
１
１
１
）

　
千
葉
県
生
涯
大
学
校
で
は
、平

成
18
年
４
月
入
学
生
の
二
次
募
集

を
行
い
ま
す
。

　
生
涯
大
学
校
は
県
内
に
５
学
園

あ
り
ま
す
が
、館
山
市
民
は
生
涯

大
学
校
南
房
学
園
に
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
南
房
学
園
の
二
次
募
集
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
入
学
資
格
／
社
会
参
加
意
欲
の

あ
る
県
内
在
住
の
60
歳
以
上（
昭

和
21
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）
。

　
総
合
検
診
で
問
診
業
務
を
行
う

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
業
務
内
容
／
問
診

　
資
格
／
保
健
師
、看
護
師
、準

看
護
師

　
雇
用
期
間
／
４
月
13
日
〜
６
月

２
日

　
勤
務
時
間
／
午
前
６
時
30
分
〜

11
時
30
分（
会
場
に
よ
っ
て
勤
務

　
つ
た
え
ざ
く
ら
の
会
で
は
、河

津
桜
を
市
内
各
所
に
植
栽
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。過
去
２
年

　
４
月
１
日
か
ら
麻
し
ん
と
風
し

ん
の
予
防
接
種
が
、「
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」に
変
わ

り
ま
す
。

　
対
象
者
／
【
第
１
期
】
生
後

12
ヶ
月
〜
24
ヶ
月
未
満
の
人
　

【
第
２
期
】５
歳
〜
７
歳
未
満
で

小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
に
あ
る
人

　
接
種
方
法
／
第
１
期
、第
２
期

の
２
回
接
種

　
予
診
票
の
発
行
／
４
月
１
日
以
降

　
注
意

【
４
月
１
日
以
降
に
満
２
歳
を
過

　
募
集
学
科
・
募
集
人
員
／
福
祉

科
66
人
、生
活
科
20
人
、園
芸
科

44
人
、陶
芸
科
４
人

　
授
業
料
／
一
般
課
程
年
額
１
万

８
千
円

　
入
学
案
内
配
布
場
所
／
生
涯
大

学
南
房
学
園
、市
高
齢
者
福
祉

課
、南
房
総
県
民
セ
ン
タ
ー
、安

房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、県
高
齢

者
福
祉
課

　
受
付
期
間
／
２
月
10
日（
金
）

か
ら
２
月
28
日（
火
）ま
で

　
問
合
せ
・
願
書
の
提
出
先
／
〒

生
涯
大
学
校
南
房
学
園
で
二
次
募
集

　清掃センター工事のため、３月１日（水）から
９日（木）まで破砕処理が必要な可燃性大型ごみ
（畳、木製家具、布団、草木など）の受入れを中
止します。
　破砕処理を必要としない普通の可燃ごみは、通
常どおり受入れます。
　問合せ／市清掃センター（TEL２３－３０３３）

　
地
域
の
意
見
を
反
映
し
た「
川

づ
く
り
」を
行
う
た
め
、県
で
は

「
第
３
回
平
久
里
川
流
域
懇
話

会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
一
般
の
人
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
日
時
／
２
月
24
日（
金
）午
後

２
時
〜
４
時

　
場
所
／
安
房
合
同
庁
舎
　
３
階

大
会
議
室

　
問
合
せ
／
安
房
地
域
整
備
セ
ン

タ
ー
調
整
課（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
22
―
４
３

４
１
）

第
３
回

平
久
里
川
流
域
懇
話
会

総
合
検
診
の
非
常
勤
職
員

つ
た
え
ざ
く
ら
の
里
親
に
な
っ
て

終
了
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

　
募
集
人
員
／
４
人

　
賃
金
／
千
215
円（
時
間
給
）

　
申
込
方
法
／
履
歴
書
、免
許
証

の
写
し
を
健
康
課
へ
提
出（
郵
送

可
）

　
締
切
／
３
月
３
日（
金
）必
着

　
問
合
せ
・
申
込
／
健
康
課（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
23
―
３
１
１
３
）

で
約
200
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。引
き
続
き
今
回
も
、里
親
と

し
て
寄
付
を
募
り
ま
す
。

　
２
月
に
濃
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を

咲
か
せ
る
河
津
桜
を「
つ
た
え
ざ

く
ら
」と
称
し
、子
ど
も
や
後
輩

へ
日
本
の
心
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
、１
本
ご
と
に
里
親
の
名
前
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
ま
す
。

　
代
金
／
１
本
に
つ
き
５
千
円

　
植
栽
予
定
本
数
／
100
本

　
締
切
／
３
月
６
日（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
／
館
山
駅
前
郵

便
局
　
三
平
浩
嗣（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
22
―

４
２
２
２
）、つ
た
え
ざ
く
ら
の
会

　
伊
澤（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
24
―
１
８
１
８
）

260
―
０
８
０
１
　
千
葉
市
中
央
区

仁
戸
名
町
666
―
２
　
千
葉
県
生
涯

大
学
校
事
務
局（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
043
―
266

―
４
７
０
５
）

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種

可燃性大型ごみの
　　　　　受入れを中止

３月１日
　　～９日

ぎ
る
場
合
】４
月
１
日
以
降
は
、混

合
ワ
ク
チ
ン
・
単
独
ワ
ク
チ
ン
と

も
に
接
種
で
き
な
い
の
で
、３
月

31
日
ま
で
に
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
第
１
期
の
対
象
月
齢
だ
が
混
合

ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
な
い
場

合
】
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
み
接

種
、ま
た
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の

み
接
種
し
た
人
と
麻
し
ん
ま
た
は

風
し
ん
に
か
か
っ
た
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。た
だ
し
、麻
し
ん
や

風
し
ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
可
能
で
す
。健
康
課
で
、単
独
ワ

ク
チ
ン
用
の
予
診
票
を
発
行
し
ま

す
。

【
第
１
期
の
対
象
月
齢
だ
が
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
予
診
票
が
な
い
場

合
】麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
単

独
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
お
ら

ず
、麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
に
か

か
っ
て
い
な
い
人
は
、混
合
ワ
ク

チ
ン
用
の
予
診
票
を
健
康
課
で
発

行
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
健
康
課（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
23

―
３
１
１
３
）

　
国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、入
学
時

や
在
学
中
に
必
要
と
な
る
資
金
を

融
資
す
る
公
的
な
制
度
で
す
。融

資
金
額
は
、学
生
・
生
徒
１
人
に

つ
き
200
万
円
以
内
、返
済
期
間
は

10
年
以
内
で
す
。

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
ほ
か
最

寄
の
銀
行
、信
用
金
庫
、信
用
組

合
、労
働
金
庫
、農
協
、漁
協
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
７
０
―

　（
社
）日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
な

ど
の
自
賠
責
保
険
や
自
動
車
保
険

の
内
容
、保
険
金
請
求
手
続
き
な

ど
の
相
談
に
、専
門
の
相
談
員
や

弁
護
士
が
無
料
で
答
え
ま
す
。

　
相
談
電
話
番
号
／
千
葉
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
　
Ｔ
Ｅ

Ｌ
043
―
284
―
７
９
５
５

　
相
談
日
／
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
５
時

　
弁
護
士
相
談
日
／
毎
週
水
曜
日

　
午
後
１
時
〜
４
時（
予
約
制
で

面
談
の
み
）

０
０
８
６
５
６
、03
―
５
３
２
１

―
８
６
５
６
）、各
金
融
機
関
窓
口

お詫びと訂正

　１月15日号の２ページで国勢調査の速報
値をお知らせしましたが、表中西岬地区の

17年の男性の人数に誤りがありました。正
しくは1,338人でした。お詫びして訂正い
たします。

将
棋
教
室
を
中
止

交
通
事
故
の
無
料
電
話
相
談

国
の
教
育
ロ
ー
ン

高

齢

者

福

祉

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

11 だん暖たてやま 10平成18年２月１日

お ら せ知特 集



▽図書館司書から今月のお勧め本

　
食育って何ですか

　館山市保健推進協議会では、食育ボランティアとして
小学生や中学生に生活習慣病予防授業を行っています。
　子どもの頃からの生活習慣病予防の大切さを伝え、
「南総里見海のお焼き」の調理実習を行い、館山の明る
い未来を築くお手伝いをしています。
　問合せ／健康課（TEL23－3113）

できました　「ティーンズ・コーナー」
　図書館では、より使いやすく親しみやすい図書館作りのため、館内のリニュー
アルを行いました。

「あなたのことが大好き！の絵本50冊」
　　　　　　　赤木かん子 著  自由国民社

   絵本は子どもだけのものではありません。子ど
もには子どもなりの、そして大人には大人なりの
解釈ができるもの。対象年齢が限られたものもあ
りますが、幅広い年齢層が楽しみ、さまざまな感
じ方ができるものもたくさんあるのです。
   この本では、子ども時代よりも「大人」と呼ばれ
るようになった人たちが読んだときに、より多く

のことを感じられるであろう絵本（児童書）が紹介されていま
す。心が疲れた時に温かく包んでくれるような、自分のための
一冊を探すときに開いてみてほしい本です。
   著者は児童文学評論家で、わずかな手がかりから子どもの頃
に読んだ本を探し出す「本の探偵」としても有名です。

　これまで児童室は中学生程度までを対象としていましたが、中学生・高校生年代のために閲覧室内の書架
に「ティーンズ・コーナー」を設置、今後も児童書と一般書との橋渡しができるよう充実させます。
　また、ティーンズ・コーナー設置に伴い１階閲覧室のレイアウトを変更。これまで混雑時のみ開放していた
２階閲覧室を常時開放し、２階にある本と座席を利用できるように館内整備を行いました。
　わずかな改良ですが、今後も赤ちゃんからシルバー世代まで、みなさんが行きたくなる図書館を目指しま
す。ぜひ図書館を利用し、楽しんでみてはいかがですか。

〈作り方〉
①ひじきはそのまま、大き
ければ一口大に切る。塩昆
布は酒をふりかけておく。
②ボールにご飯を入れ、ひ
じき・ちりめんじゃこ・塩
昆布・チーズ・卵・いりごま
牛乳を混ぜる。
③サランラップで丸く包
み強くにぎる。楕円形にな
るよう形を整える。
④フライパンを熱して、油
をしき、③を焼く。
⑤仕上げになべ肌にしょう
ゆを入れ、風味をつける。
⑥青じそを添える。

★南総里見海のお★南総里見海のお★南総里見海のお★南総里見海のお★南総里見海のお
焼きを作ってみよ焼きを作ってみよ焼きを作ってみよ焼きを作ってみよ焼きを作ってみよ
う★う★う★う★う★

　食育基本法では、①「食」を大切にするこころ
の欠如、②栄養バランスの偏った食事や不規則な
食事の増加、③肥満や生活習慣病の増加、④過度
の痩身志向、⑤「食」の安全上の問題の発生、⑥
「食」の海外への依存⑦伝統ある食文化の喪失な
どの状況の改善を法の主眼においています。
　食べることは、生きる上での基本です。「食
育」は様々な経験を通じて「食」に関する知識と
「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実
践することができる人を育てることを言います。
これからは、家庭や学校での食育も大切です。家
族みんなで、「南総里見海のお焼き」を作ってみ
ませんか。

　このお焼きは、平成14年度に千葉県と千葉県
食生活改善協議会が主催する「若者のためのおす
すめ朝ごはんメニューコンクール」で館野の山本
弥代さんが優秀賞を受賞した作品をもとに、館山
市保健推進協議会でアレンジしたものです。

　 食育基本法が平成17年７月15日に施
行されました。この法律は、「食」を通じ、
国民が生涯にわたって健全な心身を培
い、豊かな人間性を育むことを目的とし
ています。

 

ほ
ら
、そ
こ
に
も
悪
質
商
法
①
　
催
眠
商
法

　
悪
質
商
法
の
手
口
は
年
々
巧
妙
化
、悪
質
化
し
て
い
て
相
談
件
数
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
も
そ
の
手
口
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。今
号

か
ら
悪
質
商
法
の
手
口
を
紹
介
し
て
、そ
の
対
処
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
〜
甘
い
話
に
は
罠
が
あ
る
〜
催
眠
商
法（
Ｓ
Ｆ
商
法
）

　
催
眠
商
法
と
い
う
手
口
が
あ
り
ま
す
。路
上
や
街
角
で
声
を
か
け
た
り
、

各
家
庭
を
回
っ
て
引
換
券
な
ど
を
配
布
し
て
、消
費
者
を
会
場
へ
誘
い
出

し
ま
す
。そ
し
て
、食
料
品
や
日
用
雑
貨
品
を
無
料
で
配
っ
た
り
、格
安
で

販
売
し
た
り
し
て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、そ
こ
に
い
る
人
た
ち
を
興
奮
状

態
に
し
た
後
、ふ
と
ん
類
・
健
康
器
具
・
電
気
治
療
器
具
な
ど
の
高
額
な
商

品
を
売
る
商
法
で
す
。

　
最
近
で
は
購
入
を
断
っ
た
消
費
者
に
対
し
、営
業
所
や
車
の
な
か
に
閉

じ
込
め
た
り
、自
宅
に
押
し
か
け
た
り
し
て
、暴
力
や
強
い
口
調
で
脅
し
て

契
約
さ
せ
る
な
ど
悪
質
な
手
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、｢

会
場

へ
行
か
な
い
」、不
審
な
団
体
な
ど
に「
会
場
を
貸
さ
な
い
」な
ど
の
対
応
が

必
要
で
す
。

問
合
せ
／
商
工
課
消
費
生
活
係

        

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
22
―
３
９
５
６
）

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
７
か
条
】

１ 

見
知
ら
ぬ
人
は
家
に
入
れ
な
い

２ 

う
ま
い
話
は
な
い

３ 

契
約
す
る
前
に
よ
く
考
え
る

４ 

そ
の
場
で
す
ぐ
に
決
め
な
い

５ 

必
要
な
い
な
ら
キ
ッ
パ
リ
断
る

６ 

し
つ
こ
い
相
手
は
警
察
へ
連
絡

７ 

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

【もしも被害に遭ってしまったら】
「クーリング・オフ制度」が適用され、契約が解除できるケー
スがありますので早めに相談してください。
千葉県消費者センター　TEL047-434-0999
相談時間9:30～16:00（土・日除く、12:00～13:00除く)
千葉県警察本部相談サポートコーナー　TEL043-227-9110
相談時間　8：30～17：15（土・日除く）
館山市役所市民相談室消費生活相談窓口　TEL22-3199
相談日　毎月第1・３木曜日　9：00～16：00

《
企
画
展
　
安
房
の
人
物
シ
リ
ー
ズ
⑩
》

 
　「
画
家 

中
原
淳
一
の
世
界
」

　
　
　
　
　
　
　
― 

少
女
た
ち
の
夢
と
憧
れ 

―

　
人
形
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、「
少
女
の
友
」の
挿
絵
画
家
と
し
て
人
気
を
博

し
た
淳
一
は
、少
女
雑
誌「
ひ
ま
わ
り
」・
服
飾
雑
誌「
そ
れ
い
ゆ
」を
通
し
て
、豊
か

さ
・
美
し
さ
・
人
間
ら
し
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。　
海
を
愛
し
た
淳
一
は
、館
山
で

20
年
に
わ
た
る
療
養
生
活
を
過
ご
し
、館
山
の
人
々
と
も
交
流
し
ま
し
た
。そ
の

生
涯
と
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

会
　
期 

　
平
成
18
年
２
月
４
日(
土
）〜
３
月
12
日(

日
）

休
館
日
　 

毎
週
月
曜
日

会
　
場 

　
館
山
市
立
博
物
館
本
館
　
企
画
展
示
室
　
　

観
覧
料 

　
一
般
・
高
校
生
　
150
円（
80
円
）

 

　
　
　
　 

小 

・ 

中
学
生
　
80
円（
50
円
）

                        

※(

　)

内
は
、20
名
以
上
の
団
体
料
金

主
な
展
示
資
料『
ひ
ま
わ
り
』『
そ
れ
い
ゆ
』等
の
雑
誌
類
。

　
挿
絵
原
画
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
画
、創
作
人
形
、書
簡
類
、

「
啄
木
か
る
た
」な
ど
グ
ッ
ズ
類
他

 

関
連
事
業

　
◆
講
演
会 

「
美
し
く
生
き
る
・
中
原
淳
一

と
館
山
」

　
日
時
　
平
成
18
年
２
月
11
日(

土
・
祝)

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

　
講
師
　
中
原
蒼
二
氏（
中
原
淳
一
次
男

・
㈱
ひ
ま
わ
り
や
代
表
取
締
役
） 

　

　
◆ 

解
説
会

　
日
時
　
２
月
12
日（
日
）、26
日（
日
）　

　
　
　
13
時
か
ら

　
企
画
展「
画
家 

中
原
淳
一
の
世
界
」の
理
解
を
深
め
る
た
め
、展
示
会

場
に
て
解
説
を
行
い
ま
す
。解
説
講
師
は
当
館
学
芸
員
。

    

問
合
せ
／
館
山
市
立
博
物
館（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
23
―
５
２
１
２
）

▲啄木かるた

お焼き8個分の材料
ゆでひじき（館山産）20ｇ
塩昆布（細切りのもの） 3ｇ
料理酒　小さじ1/2杯
青じそ　８枚
ごはん　350ｇ（米1合)
ちりめんじゃこ　25ｇ
いりごま（白）　大さじ２杯
ピザ用チーズ　25ｇ
卵　1/2個
牛乳　小さじ1杯
バター　小さじ1杯
サラダﾞ油  小さじ1/2杯
しょうゆ　　小さじ1杯
（1個分のエネルギー
　　　　　80㌔カロリー）

作って楽しい、食べておいしい！

２月の休館日２月の休館日２月の休館日２月の休館日２月の休館日　
６、11、13、20、24、27日
３月の休館日３月の休館日３月の休館日３月の休館日３月の休館日　
６、13、20、21、24、27日

★新着図書のコーナー
「恋愛について、話しました」
　岡本敏子・よしもと ばなな 著
　　　　　　　　イーストプレス
「マンガは今どうなっておるのか？」
　夏目房之介著  メディアセレクト
「カラオケを発明した男」
　大下英治　著　河出書房新社
「どうぶつ友情辞典」
　あべ弘士 著　 クレヨンハウス
「漢方的スローライフ」

こうい

　幸井俊高　著  筑摩書房

２、３月のおはなし会
幼児向け 2/3、3/3(10:30から)
児童向け 2月4、18、25日、3月4、11、18日
(14:00から)（2月11日は休館日で開催なし)
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